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新規がん治療：リピッドバブルおよび超音波の併用による抗がん剤の薬剤送達 

鳥取大学農学部附属動物医療センター 特命助教 横江 祈 

 

初めてトピックスを担当いたします、横江と申します。2022 年 1 月より本学動物医療センターの教員
として着任いたしました。どうぞよろしくお願いいたします。 

さて、今回ご紹介いたしますのは、以前に外科学教室准教授の大崎が担当した topics vol. 107「リピッ
ドバブルを用いた腫瘍新生血管オープニングによるがん治療」の続報です。本治療法は、主に超音波検査
において造影剤として用いられているマイクロバブル、低強度の理学療法用超音波治療器および抗がん
剤を併用する治療法です。マイクロバブルに対して超音波を照射したときに生じる機械的作用を利用し
て、抗がん剤の腫瘍組織局所への移行性を高めることを目的としています。本治療法では、固形がんに
対する抗がん剤の抗腫瘍効果を高めるほか、抗がん剤の全身投与量を減少させて副作用を軽減すること
が期待されます。 

本報では、上記治療法の作用機序や抗腫瘍効果について、本学から発表した論文や実際の症例での使
用経験をもとに、より詳細に説明していきます。 

 
一般的に、マイクロバブルは超音波検査において造影剤として使用されます。マイクロバブルは脂質

などから成る外殻にガスが封入された構造を持ち、一つの粒子の直径は 1-10 μm 程度です。マイクロバ
ブルを血管内投与後に超音波を照射すると、血管内のマイクロバブルは膨張と収縮を繰り返し、負圧に
耐えられなくなると圧壊します。これらの現象は、マイクロバブルに隣接する細胞膜に対して機械的な
作用をもたらし、一過性に膜表面の薬剤透過性を亢進させることが知られています。本治療法はこの原
理を応用し、マイクロバブルと同時に抗がん剤を投与した直後に腫瘍組織に超音波を照射することで、
抗がん剤の腫瘍組織への移行性を高めることを目的としています。 

リピッドバブル（Lipid bubbles, LBs）は、共同研究者である帝京大学の丸山先生らによって新たに開
発されたマイクロバブルです（1）。LBs は平均粒子径が約 2.7 μm であり、単層のリン脂質からなる外
殻にパーフルオロプロパンガスが内包された構造を取ります。我々の研究において、LBs はイヌに対し
て短期的な安全性に問題がないことが明らかになりました（2）。そこで、我々は LBs と理学療法用の超
音波治療器を組み合わせて、安全かつ効果的に抗がん剤の治療効果を増強する治療法の開発をおこなっ
てきました。 

マウスを用いた実験では、ドキソルビシンをリポソーム化した抗がん剤である、ドキシル® の抗腫瘍
効果の増強について検討しました。担がんマウスの尾静脈からドキシルと LBs の混合液を投与し、直後
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